
5月号
第61巻第4号
2016年

〒398-0002　長野県大町市大町8056-1

TEL 0261-22-021 1 Fax. 0261-21-2133

図E-mai一 S帥paku@cityOmaChi naganOJp

URL･http://www omachI-Sanpaku.com

市立大町山岳億劫館公式Webサイトは､

大町山岳僧吻館友の会の支鏡によI)博物館か運用しています(

と捕物綻
=rIJ 儡l 桑園 ′′ 冉ｸ4���ﾒ鞴�｢�I.a ���8v��-LL- 僞�2�器:'&.;.種.‥‥∴== 

◆ ������x��I_-t1° 途ﾒ� �+�x���� ��R�都市ああまち-平野ロ編 

･企 冶�ｲ�′′● �R�辻� ����,V��ｲ�tL'-録 唸�2�｣謂演会 

･企 ��誌 亦� 筈｣ﾒrrrﾒ�iLr-=J- ����｣ギヤフリートーク 

候 冗 ��帰 一 :一' 大町 �5慰ﾈ司��ﾘr��ｨ爾���ｲ�lI 鷺窒 儘ﾂﾘｸb����,ﾈ効�｢�IC 亦��ﾈ蓼爾�置柔J~願).'''三一二薫""i,黍 研究紀要』倉 

∴一端話芸tAL詳言澄' 

韻も 偬Hｶ�f����H-e�?��R�ヽー - メ〝.I 姥 ● ア輔 
L毯∴誓言'r玉音叢 �+R����X���I.羅門｢ー ＼ 器Sと｣SSSt 

葵案困盛=1 

企画展｢北アルプス山麓の自然に蝶が舞う｣を終えて　　　　　千葉情意

平成28年2月13日(土) ～4月10日(日)まで､信州

大学山岳科学研究所と3回目となる連携企画展を開催いた

しました｡

この度の企画展では､チョウの眼を通して､北アルプス

とその山麓地域の自然､そして人とのかかわりについて､

考えていただくことを目的としました｡
こうた'ナし､

そこで､この企画には､昆虫生態学を専門とする江田慧
r.,t Cうひ7'し

子氏(信州大学山岳科学研究所助教:当時)と中村貴志氏

(信州大学地域戦略センタ一時任教授:当時)に1年前か

ら参画いただきました｡そのなかで､子どもたちや保護者､

また､山岳博物館友の会会員の方に関心を高めていただけ

るようにと｢チョウの観察会｣や｢モニタリング｣の開催

を考えました｡チョウの観察会は､平成27年の6月から8

月の間､月に1回､山岳博物館や近くの旧東山低山帯野外

博物館を会場に行い､それ以降は､山博友の会会員の皆さ

んに､ 2週間に1度のモニタリングにご協力いただきまし

た言言動を続けるなかで､それぞれが地域の自然環境につ

いて考えていただけたのではないでしょうか｡

さらに､企画展のなかで開催した記念講演会やギャラ

リートークには､多くの市民や近隣住民の方に参加いただ

き､本屋への関心の高さがうかがえました｡今後も､少し

でも地域の核となる人材育成につなげられるような催しを

考え､実施していきたいと思います｡

(市立大町山岳博物館　学芸員)



イベントのご案内
山岳持物館　市民｢無料｣開放デー

博物館では､毎月第3日曜日(家庭の日)とその前日の土曜日を｢大町市民無料開放デー｣としています

(これらの日については､大町市民以外の長野県民は団体割引料金でご観覧いただけます､ )

5月は14日(土)と15日(日)です,

国書雇菓国書…種8百回鴫 

山岳博物館では､動植物を飼育栽培する付属園(動植物園)⑤｢どうぶつ観察ツアー｣ 

を屋外に併設しています○本年度も｢付属園まつり｣として 儻I�陂�,ZIX�&�,ﾘ,�*�,�*仗�*ﾘ,Xﾊ�.�+�,h*ｨ,X*ｸ,��

付属園にいる動物に焦点を当てた各種催しを実施しますo付 �*(飃孜:饂�+ﾘ+�/�HｭHｽ�,X耳�,豫��+X-ﾈ+�/�*��顳�
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に付属園を身近に感じていただければ幸いです｡また､大町 

市周辺地域の野生動物や自然環境への興味関心の助けとなる 

ようなおまつりです○ �8ﾘ鳧ｭHｦY?ｨ,h.�ﾍ���,hﾍ�8,����+�,"�

4月30日.5月1日.5日には付属園に｢おおまぴよん｣がやつ �684��ｸ/���邵+X-ﾈ+r頴�3�Z｢��

てきます.すべての催しへの参加は無料です｡ぜひお越しく 佻���,ﾉYHﾍ�����鱚3�Zｨ���

ださい○ 佻�8,ﾉYHﾍ�3�鱚3�Zｨ���

会期平成28年4月29日(令.祝)～5月5日(木.祝) ��h晴畑��邊��X畠(h鈔��

日時催しごとに日時が異なります○ �8ﾙ�ﾈ+Xﾙ�-ﾘ,x,�+ﾘ,X.�+(����*(+ﾘ+�*�-ﾈ+v��
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申し込み全て不要です○ 

問い合せ山岳博物館T軋有線22-0211/FAX21-2133 

①｢どうぶつ写生大会｣ 
付属園の飼育動物を描く写生大会ですo参加作品の中から 

優秀作品約20点を選出し､日本動物園水族館協会中部プロツ 

ク写生大会に応募し､優秀作品を表彰します○ 

また､写生大会が終わった後､全ての参加作品を博物館で 
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リます. 

口開催日4月29日(令.祝)～5月5日(木.初) 

□時間午前9時～午後4時30分 

□対象未就学児から小学生 �*�-ﾈ-(.h/�8,h-8.ｨ*�*(-ﾈ+�/�*日(*�*�-ﾈ-(.h/�2�
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□申し込み当日､山岳博物館窓口にお越しください｡画 佰ｸ､ｨﾜ9?｣Hﾈ�3�?｢�7丁B�

用紙と画板を窓口でお渡しします｡ 店ﾈ��?｢�?｢咾Y?｢盈り���
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②｢ふぞくえんスタンプラリー｣ 
付属園の飼育動物を観察しながら､園内に設置してある台 

紙にオリジナルスタンプを集めてみましょう｡全て集めたら､ 

特典の特大スタンプを山岳博物館窓口で押して完成です｡ス 綴､粕薄綴辻罎�2粐箚蹈池�>｣������55557"x耳爾�

タンプは飼育員の手作りですo今回はどんな絵柄が用意され 

ているのでしょう-?お楽しみに! 

ロ開催日4月29日(令.祝)～5月5日(木.祝) 

ロ時間午前9時～午後4時30分※雨天中止 

ロ申し込みどなたでもご参加いただけます○当日､付属 

園にお越しください｡ 



｢山の歴史ウオーキング体感!山岳文化都市おおまち-平野口徳一1 

大町市内にある北アルプスの山岳文化史ゆかりの各所を､学信州の立山信仰について大町市文化財センターの小林指 

芸員が一緒に歩き解説しながら巡ります｡昨年度からシリーズ �;�醜*ｨ����+X-ﾈ+z��

で開催03回目となる今回は､大町温泉郷から平野口大出周辺 ���皦ﾜ8�9zy�Y*ﾈ�(ｧ羽饂渥��

までの往復約7kmのコースを歩き､普段何気なく通っている場 ��ｸｺHﾜ9�Y*ﾈ�(ｧ羽饂渥冲h,ﾈ橙�

所にある山にまつわる地域の歴史を知り､山岳文化都市.大町 ��ｩ?ｨ鳬[ﾙ�ﾃ#吋緝ﾈ�#)?｢��R��

市の魅力を体感します○ 佻���鳧��ﾍ�38鰾�

見どころとして､この目､7年に1度の御開帳を迎える西正 ��i�X冨;�,ﾈﾎH､ｩ*�?ｪH畠5h��邊�
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西正院.大姥堂(大町市平野口大出) 

博物館のひるは
企画展｢北アルプス山麓の自然に

喋が舞う｣講演会
平成28年2月13日(土)実施

本屋の監修や展示解説書の執筆をし

ていただいた江田慧子氏(信州大学山岳

科学研究所助教)による講演会を開催し

ました｡

講演会には､ 50人を超える参加者があ

り､関心の高さが伺えました｡江田氏から

は､生物多様性とは､どういうことなの

か､また､実践されている安曇野市のオオ

ルi)シジ三や小谷村のギフチョウ･ヒメ

ギフチョウの保全についてもお話をうか

がいました｡

講演後は､活発な意見交換がなされ､

参加された皆さんには､有意義な時間を

過ごしていただけたと思います｡

企画展｢北アルプス山麓の自然iこ

喋が舞う｣ギャラリートーク
平成28年3月20日(日)実施

江田憲子氏によるギャラリートークを

午前10時30分～と午後2時～の2回､

開催しました｡

江田氏からは､長野県は､生物多様性

のホットスポット中のホットスポットで

あること､日本に見られる約250種の

チョウのうち､長野県では､約150種を

見ることができ､これは､都道府県別に

見て1番､ 2番を争うほどの数であるこ

となどの解説をしていただきました｡

また､同時開催の｢ちょうちょのり

りい原画展｣の解説では､絵本の制作秘

話などについて触れていただき､惑Jtトを

高めていただきました｡

保育園･小学校による企画展見学
わっこひろば｢宙(そら)｣ (大町市内保育園)園児9人:

平成28年2月24日(水)来館

伊那市立伊那小学校6年生32人:

平成28年4月8日(令)来館

事軽薄"
市内保育園の園児の皆さんが本屡の見

学にご来館いただきました｡園児の皆さん

には､展示内に設けたクイズに回答いただ

き､本展に向け制作したオリジナル缶バッ

チをプレゼントさせていただきました｡

また､大町市から遠く離れた伊那市か

らも本属の見学を目的に､伊那小学校の

児童の皆さんがご来館くださいました｡

本屋の見学が目的とあって､真剣にパ

ネルや標本を食い入るように見学され､

あわせて､館内の常設展や野外の付属園

の展示もご覧いただきました｡



博物館のひるは
大町市役所市民ホールでの
｢きんぱく研究最前線｣出張展示

平成28年2月29日(月) ～3月11日(令)

調こ｢　　　営蜜

田
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山岳博物館では､ 2階フロアに｢さんぱ

く研究最前線一北アルプスの自然と人ト

ピックスー｣というコーナーを設け､ 3ケ

月ごと定期的にパネル展示を行っていま

す｡ここでは､各分野の博物館ス9･ソフが

それぞれ担当している調査研究や資料収

集などについて､最新の出来事や話題を分

かりやすく紹介しています｡

館内だけではなく､市民の皆さんをはじ

めより多くの方々にもご覧いただきたいと

考え､館内でのパネル展示終了後､大町市

役所1階の市民ホールでも出張展示を行う

ことにしました｡今後の出張展示の際に

は､お気軽にご覧ください｡

『研究紀要』創刊

平成28年3月31日(木)発行

田国国国回 

当館の博物館活動や北アルプスの自然史

と山岳文化史などにかかわる調査研究等に

関する学術的な論文･報告等を掲載する刊

行物を新たに刊行していくため､平成27

年度に当館独自の『研究紀要』を創刊しま

した｡掲載された調査研究の成果は当館の

資料収集･保存管理事業や展示等の教育普

及事業に有効活用します｡

27年度は､ 『市立大町山岳博物館研究紀

要第1号(創刊号)』 (A4判･カラー84

頁)として発行し､関係機関等へ配布しま

した｡なお､本誌は全文をオンライン版と

して当館公式ウェブサイト上でも公開する

予定ですので､ご高覧ください｡

北アルプス広域連合｢10広域研究会｣

視察による見学
平成28年3月2日(水)来館

長野県内に所在する10地域の広域連合

運営協議会会員24人の方々が､本年度は

北アルプス広域連合が幹事ということで､

大町市の山岳博物館を研修場所に選んで

いただき､学芸員の案内で各施設を見学い

ただきました｡

大半の方々が展示改修以降初めての見

学ということもあり､ ｢楽しみにしていまし

た｣という声をいただき､ 1時間30分にわ

たり大町地域の風土の特徴などのお話をま

じえて解説を行いました｡

3月初句という寒い時期にも関わらず､

スバールパルライチョウなど屋外の付属園

の飼育動物も熱/封こ見学されました｡

市立大町山岳博物館顧問の委嘱
平成28年4月1日(令)

平成28年4月1日付にて､市立大町山岳

博物館の顧問に､当館の元専門員で信州大

学名誉教授の小坂共栄氏【写真右】をご委嘱

申し上げました｡小坂氏はこの3月まで､当

館において市内小学校の理科授業からカク

ネ里雪渓(氷河)学術調査にいたるまでご専

門の地質学分野にかかわる各種事業にご尽

力をいただきました｡4月からは､松本市の

松本秀峰中等教育学校の学校長にご就任

されています｡

今後は顧問として､学術･教育面はもち

ろん､博物館運営全般についても様々な見

地から更なるご指導をいただくこととなり

ます｡

つぎの方は､年間を通じて博物館の観覧料が無料ですCi 
･大町市内在住の65歳以上の方 

･大町市内の小学校.中学校に通う児童.生徒の方 

(入場の際､受付にてお名前等をご記入ください) 

安曇野アートライン銀座NAGANO展

平成28年3月11日(令) ～14日(月)

〇一1-∴ぉ○轟

_甘　言tI
銀座NAGANO～しあわせ信州シェアス

ペース～ (通称:銀座NAGANO)は､平成

26年10月に東京メトロ銀座駅から徒歩1

分の好位置に開設された長野県の情報発

信拠点です｡

安曇野アートライン推進協議会では昨年

度に引き続き､ ｢銀座NAGANO安曇野アー

トライン展｣を開きました｡

｢本物を｣というコンセプトを掲げ原画

を持ち寄り､また､ギャラリートーク､

ワークショップなど様々なイベントを連日

展開しました｡

当館では､足立源一郎｢日量　西鎌尾根

にて｣ (昭和22年作)を出展しました｡

書棚園田案　人事異動

平成28年4月1日付で､山岳博物館ス

タッフに次の異動がありました｡

〔嘱託職員･専門員〕矢野孝雄(新任)

〔臨時職員･動物飼育員〕多田晴彦(新任)

〔嘱託職員･専門員〕小坂共栄(退職)

〔臨時職員･動物飼育員〕木戸さらら(退職)

なお､以下のスタッフは引き続きかわ

りありません｡

〔館　長〕鳥羽章人　〔副館長〕清水隆寿

〔学芸員〕千葉情意･関　情意･佐藤　真

〔嘱託職員･指導員〕西田　均･宮野典夫

〔臨時職員･動物飼育員〕

戸谷諭美･遠藤モナミ･内田木野実

〔臨時職員･事務員〕北村洋子
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